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の学生の協力がありました。中学校で使っ
ている３種類の教科書を調べて使用頻度の
高い単語を選ぶ作業はほとんど学生がやっ
てくれたんです。また、この辞書を実際の
形にするために協力してくれた宇都宮大学
HANDSプロジェクトの田巻松雄先生に心
から感謝します。この辞書は栃木県の中学
校で学んでいるタイ人の子どもたちと指導を
している先生方のお役に立つと思います。是
非、活用してください。
　&&　今日は本当にありがとうございました。
（聞き手：　矢部昭仁）
※1アジアの国が抱えている貧困や差別などの問題を学
習しながら、真の国際理解を図ることを目的に昭和
60 年に発足。現在、タイの小学校への支援などを中
心に活動している。
※ 2 宇都宮大学でタイ語を学んだ学生が作るサークルの
こと。毎週土曜日の午後、宇都宮市在住のタイ人児
童生徒に日本語や教科学習の支援をしている。
【泉田スジンダ先生プロフィー ル】
昭和 51年にタイ国タマサ トー大学経済学部大学院修士課程卒
業後、国連ＡＤＩ（アジア開発機構）就職。その後東京大学大
学院農学部研究科博士課程を経て、平成 6 年より宇都宮大学
国際学部（当時は教養部）非常勤タイ語講師として現在に至る。
昭和 59 年より「アジアの問題を考える会」代表、栃木インター
ナショナル・ライフライン相談員を務める傍ら、教育委員会や地
域団体等での講演も精力的にこなす。
第二回グローバル教育セミナー報告
「グローバル教育と地域の生活　～フェアトレー
ドから地域を考える～」のテーマのもと、第二回グ
ローバル教育セミナーが、2010年7月3日、宇都宮大
学の大学会館において開催された。今回のセミナー
は、宇都宮大学国際学部多文化公共圏センターと、
宇都宮大学平成22年度特別経費プロジェクト「グ
ローバル化社会に対応する人材養成と地域貢献」
（HANDSプロジェクト）の共催で、大学関係者の
ほか、学生、市民ボランティア、フェアトレ ドー関係
者等の協力のもと開催に至った。
今回は、グローバル教育のテーマの中から、「フェ
アトレード」を取り上げ、現在のグローバルな問題
が、地域の人々の生活にどのような影響を与えてい
るのかを問題提起することで、グローバルな問題と
自分たちの地域のつながりについて身近なところか
ら考え、かつ、自分の生活の在り方を見直したりす
るきっかけを、地域の人々や学生たちに提供するこ
とを目的とした。
セミナーは、オープニングとワークショップ、フェア
トレ ドーカンパニ （ー株）の高須花子氏による「フェ
アトレ ドーがもたらす地域・市民力の活性化」につ
いての基調講演、フェアトレ ドー関係者によるパネ
ルディスカッション、そして、学生たちによるファッ
ションショーという、四部構成でおこなわれた。講
演及びパネルディスカッションに、宇都宮大学の学
生NGO団体によるワークショップとファッション
ショーが加わったことで、出席者は、体験型・参加
型学習に参加したことになった。そのため、今回の
グローバル教育セミナーは、声高に叫ぶことなく自
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然な形で国際協力の在り方及び消費活動の在り方
を提示することができたといえよう。　
「フェアトレ ドー」という言葉は、一般的に、国際
協力・開発途上国支援というイメージを抱かせる。
しかし、視点を変えれば、信頼関係の強いビジネス
となり、又、地域の活性化にもつながる。パネルディ
スカッションにおいて、パネリストの鯨井氏からは、
有機栽培のフェアトレ ドーコットンを使用した衣料
製品が、家族のための製品を「安心安全」を基準に
して選ぶ主婦層から支持され、ビジネスとして成功し
ている事例が示された。また、高須氏の基調講演で
は、地元の農産物と有機栽培のフェアトレ ドーチョコ
レ トーを使用して商品開発し地域特産物として地域
活性化を目指している自治体の例が紹介された。こ
のような例は、フェアトレ ドーとは、決して一方的な開
発途上国支援活動ではなく、ビジネス展開及び地域
おこしという点で、生産側と消費側の相互発展を促
すものとして期待できることを裏付けている。
今回のフェアトレ ドーにテーマを絞ったグローバ
ル教育セミナーは、市民育成のための教育という視
点ばかりでなく、ビジネスそして地域活性化という
視点からも、参加者に多くのものを提供できたので
はないかと思われる。
フェアトレードを切り口とした
グローバル教育
　グローバル教育は、相互依存的な世界における
共生のための教育といえる。子どもにも大人にも必
要な手段・考え方、そして計画を内包し、協力・非
暴力・人権の尊重と、文化の多様性・民主性・寛
容の原則に基づいている。そして、批判的思考お
よび責任ある参加を促すための、人権、及び、社
会的公正への視点に拠った教育手法が特徴的であ
る。さらに、学習者に対して、ローカル、ナショナ
ル、グローバルの様 な々課題・問題を結びつけて考
えること、及びグローバルな理解と自己探求するこ
との統合を基本理念として提示し、カリキュラム開
発された学習、多文化教育・開発教育・平和教育・
環境教育・人権教育などの多様な教育を統合した
ものである。つまり、「地球上のさまざまな課題と
自分自身とを関連付けて行動する市民育成のため
の総合教育」ということになる。 
グローバル教育の教育目標として、①多様性、②
人権、③社会正義、④行動、⑤相互依存、⑥対立の
解決、⑦価値と視点、⑧グローバルシティズンシッ
プ資質等を挙げることができる※1。
フェアトレ ドーを切り口とした場合、先ず、社会正
義としての公正さを問題とする。消費者として、生
産者が生産活動を持続できる賃金や報酬を得るこ
とができているかどうかを把握する必要性を学習
者に提示する。日常の私たちの消費行動が、公平さ
と人権問題にどのように関与するのかに気付くこと
が、フェアトレ ドー学習の特徴といえる。
生産者の顔が見えるフェアトレ ドーによる取引は、
価格ではなく、「安心と安全」と「信頼関係」を基本
とする。価格に価値基準を置いた消費者行動は、企
業の安売り競争を激化させ、企業をたたき、引いて
は、生産活動に携わる人々にそのつけを回す。人は
消費活動の際、生産に携わる人々につけを回してい
ることに気づかない。「安くて、ラッキ ！ー」という消
費者の喜びの陰に、「働けど働けど、暮らしが楽に
ならない・・」という生産に携わる人々の嘆きが隠れ
ている。生産者の状況に気付くことは他者の人権に
敏感になることであり、自らの行動がどのような問
題と関連しているのかに気付くことは自らの価値観
と視点を変えることにつながり、そして、フェアトレー
ド製品を選ぶようになることは行動的市民になるこ
とにつながる。開発途上国の伝統文化の製品を購
入することは、文化の多様性の尊重につながる。フェ
アトレ ドーとは、実に奥が深い。
その意味で、フェアトレ ドーを切り口としたグロー
バル教育は、次世代の行動的市民育成のために有
効かつ重要といえよう。今後、多くの学校や地域の
諸団体が、学習会や文化祭そして地域のイベント等
を通じて、フェアトレ ドーについて学ぶ機会を提供し
てくれることを願っている。
※1ヨーク・グローバル教育センタ （ー英国・ヨーク市）の
8つのコンセプト
